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6月定例会 

2億3860万円増額の補正予算を可決 2億3860万円増額の補正予算を可決 2億3860万円増額の補正予算を可決 2億3860万円増額の補正予算を可決 
　６月定例会は６月７日に招集され、21日ま
での15日間の会期で開きました。今定例会で
は報告２件、令和６年度福崎町一般会計補正予
算（第１号）についてなどの議案10件が提出
され、慎重に審議を行いました。

　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり承認・同意・可決しました。
　一般質問は６月19日、20日に行われ、８議
員が町政全般にわたり質問しました。

全員賛成で承認・同意・可決した議案等 

第514回定例会 

賛否の分かれた議案等 

※前川議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。
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○ ○ 

○ ● 

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 国民健康保険税条例の一部改正

三
輪
一
朝
 

条　例 

項　目 内　　　　　容 金  額 

災害救助費 能登半島地震への職員派遣関連経費30万円

定額減税補足給付金給付費
定額減税を補足する給付として、定額減税の実施とあわせて
給付金を給付

１億7000万円

消防施設費 余田分団軽四積載車更新

非常備消防費
消防団用ライフジャケット80着購入、消防団の力向上モデル
事業（長距離連結送水訓練の実施）

640万円

513万5千円

町民グラウンド管理費 スポーツ公園ソフトボール場の夜間照明設備のLED化改修5240万円

文化財保護費
伝統文化親子教室事業（高岡地区で秋まつり用シデ折教室、
華道体験を実施）

146万5千円

　一般会計補正予算（第１号）は歳入歳出それぞれ２億3860万円を追加し、補正後の予算総額を
101億7160万円としました。

令和6年度 一般会計補正予算（第1号） 

主な補正内容 

※報告は質疑のみで討論・採決は行いません。

概　要 議　案　名 

報　告 

中播公平委員会委員の選任 谷口勝則氏を選任（再任）

一般会計補正予算（第１号） ２億3860万円増額（総額101億7160万円）

福祉医療費助成条例の一部改正 租税特別措置法の改正に伴い引用条文の条番号を整理する

専決処分の承認（福崎町町税条例の一部を改正する条例） 個人住民税の定額減税及び固定資産税（土地）の負担調整措置
の特例等に係る条例の改正

令和５年度福崎町一般会計予算繰越明許費にかかる繰越
計算書の報告

12事業６億2184万円を翌年度へ繰り越し

人　事 

条　例 

工事請負契約（特別教室空調設備等設置工事） テラマエ設備工業株式会社と工事請負契約を締結契約金額２億
8369万円

その他 

令和6年度補正予算 

兵庫県市町村職員退職手当組合規約の一部変更 事務所の位置の変更に伴う規約の変更

兵庫県町議会議員公務災害補償組合規約の一部変更 事務所の位置の変更及び文言整理のため、規約を変更

兵庫県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更 市町事務の変更に伴う規約の変更

調停の申立て 「県道甘地福崎線の道路改良工事に必要な土地の寄付等に関す
る協定書」に関する調停の申立て

令和５年度福崎町下水道事業会計予算繰越計算書の報告 ２億134万円を翌年度へ繰り越し
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中播公平委員会委員の選任（再任）に同意 

谷 口　勝 則氏
ぐちたに のりかつ

住 所 
神河町上小田 

任 期 
令和１０年６月３０日まで 

中播公平委員会 とは 
　地方公務員の職員の勤務条件に関
する措置の要求及び職員に対する不
利益処分を審査し、並びにこれにつ
いて必要な措置を講ずることを職務
とする行政委員会です。

豆 知 識 

繰越明許費にかかる繰越計算書の報告 

翌年度繰越額 

町長車購入事業 660万円 

低所得世帯支援臨時給付金給付事業 415万円 

地域計画策定事業（目標地図作成業務 
委託料） 

200万円 

低所得世帯・低所得子育て世帯支援臨 
時給付金給付事業 

7159万円 

電算システム改修事業（戸籍システム 
改修委託料） 

1450万円 

町営ため池整備事業（宮の池工事費） 3500万円 

道路維持改修事業（西治長野線工事費） 3000万円 

町単道路改良事業（大貫山田線測量設 
計委託料） 

100万円 

社会資本整備総合交付金事業（福崎駅 
田原線・大貫山田線土地購入費等） 

3200万円 

図書館施設改修事業 400万円 

中学校空調設備等整備事業 2億1380万円 

小学校空調設備等整備事業 2億720万円 

一般会計　繰越事業名 翌年度繰越額 

直谷第2雨水幹線工事の一部 2050万円 

川すそ雨水幹線工事の一部 1億6950万円 

ストックマネジメント計画策定の一部 62万4千円 

直谷第2雨水幹線に係る移設補償工事 557万6千円 

下水道事業会計　繰越工事名 

繰越明許費 とは 
　経費の性質や予算成立後の何らかの理由で、
その年度内に支出が終らない見込みがあるもの
について、議会の議決を得て翌年度に限り繰り
越して使用できるようにする予算。

豆 知 識 

直谷第2雨水幹線工事施工監理業務の 
一部 

514万円 

　主な工事内容は、これまで空調設備がなかった特別教室等53室への新設や老朽化している職員
室等25室の空調設備の更新、中学校２校の受電設備更新、特別教室等のLED照明への更新です。
　工事期間は令和７年２月28日までで、夏休みを中心に進め、早期の完成をめざします。

特別教室空調設備等設置工事（2億8369万円）請負契約を締結 

図書室、用務員室、家庭科室、校長室（追加）、理科室２室、通級教室２室

学校名 

福崎小学校 

福崎西中学校 

福崎東中学校 

美術室、茶道室、用務員室、会議室、多目的教室、家庭科室２室、図書室、
通級教室、個別対応室、理科室２室、生徒会室、技術室２室

会議室、用務員室、和室、理科室２室、個別対応室、家庭科室２室、図書室、
多目的教室、美術室、生徒会室、技術室２室

計8室 

図工室、家庭科室、理科室、図書室高岡小学校 計4室 

図工室、用務員室、会議室、図書室、家庭科室田原小学校 計5室 

家庭科室、図書室、用務員室、和室、理科室、図工室、児童会室八千種小学校 計7室 

計15室 

計14室 

空調設備が新設される教室 
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6月定例会 

　平成30年度から県が財政運営責任主体となり、市町ごとの医療費水準や所得水準等に応じた
標準保険料率と納付金額を提示し、県が提示した標準保険料率を参考に、国民健康保険事業費納
付金を納めるための財源となる町の国保税の税率等を決定しています。例年、税率を設定するに
あたり、被保険者の負担が急激に増加することをできるだけ抑制するよう、基金の活用により軽
減を図っています。
　兵庫県においては全市町合意のもと、将来的な同一所得同一保険料を目指し、保険料水準の統
一に向けたロードマップを策定しており、全市町にアンケートを実施した上で各市町の標準保険
料率への移行目標を令和９年度と定め、原則令和12年度には標準保険料率への完全統一を基本
方針としています。
　このような状況も踏まえ、令和６年度の税率設定については令和５年度の決算見込みや基金の
保有状況等を勘案し、基金も800万円を活用しつつ、当初予算で採用した標準保険料率をもとに
税率改正をします。

国民健康保険税条例一部改正 
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令和6年度国民健康保険税の税率等（案） 
内　訳 

A. 所得割額 

B. 均等割額 

C. 平均割額 

課税総所得金額×税率

計算の説明 

6.57％
（6.40％）

3.01％
（2.70％）

2.71％
（2.60％）

被保険者１人につき 27,900円
（25,600円）

12,500円
（11,000円）

13,900円
（11,200円）

１世帯につき 18,300円
（17,900円）

8,100円
（7,600円）

6,900円
（5,900円）

年間保険税 A+B+C（ただし賦課限度額まで） 賦課限度額
650,000円

賦課限度額
240,000円
（220,000円）

賦課限度額
170,000円

医療保険分 後期高齢者支援分 介護保険分 

※（　）内は現行　※介護保険分は40歳以上65歳未満（介護２号被保険者）の方のみに上乗せ

軽減の基準額と軽減後の額（案） 
軽減区分 

A. 7割軽減 

B. 5割軽減 

C. 2割軽減 

前年所得が43万円＋10万円×（給与所得者等の数－１）以下の世帯

通常の税額 下記以外

前年所得が43万円＋10万円×（給与所得者等の数－１）＋29.5万円（29万円）×被保険者数以下の世帯

前年所得が43万円＋10万円×（給与所得者等の数－１）＋54.5万円（53.5万円）×被保険者数以下の世帯

基準となる世帯の所得の金額 

※（　）内は現行
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委 員 長　　 高 平 記  
副委員長　石 川 　 治  
委　　員　河 嶋 重一郎 
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　冨 田 昭 市  
委　　員　松 岡 秀 人  
委　　員　三 輪 一 朝  

総務文教常任委員会 

地域文化財総合活用推進事業応募状況 

遠野市児童交流事業 遠野市児童交流事業 遠野市児童交流事業 

入札結果の報告（福崎町立小中学校校務用パソコン等更新） 
　　　　　　　　　　　税込価格1億7290万6800円で落札 

　小中学校６校の学校教諭が学齢簿や
出席表、学業成績などを管理するため
の校務用のノートパソコンの更新と、
全体を管理するセンターサーバー等を
60ヵ月リースで使用するものです。株
式会社ニチワ姫路支店が60ヵ月分税込
み価格１億7290万6800円で落札したと
報告がありました。

　各自治体及び保存会に周知していた伝統文化継承基盤整備について、後継者養成で２団体、用
具等の整備で８団体から申請があり、文化遺産活性化実行委員会で配分額を決定したと報告があ
りました。

　福崎町と遠野市は柳田國男先生ゆかりの地という結びつきから平成26年８月23日に友好都市共
同宣言の調印を行い、文化・教育・観光など交流の幅を広げています。
　第５回となる「岩手県遠野市と福崎町の児童交流」は５月20日現在で47人から申込みがあり、
抽選により参加児童を決定すると報告がありました。また、参加費用は航空運賃、宿泊代の高騰
により昨年度より2000円増えています。

対象児童　町内小学校６年生15人

日　　程　８月25日（日）～27日（火）２泊３日

参加費用　22000円程度／人

交流概要（予定） 

　●遠野市表敬訪問（友好都市共同宣言10周年記念式典に参加）
　●児童交流
　●『遠野物語』に関係のある場所の見学等
　●防災センターなど東日本大震災時の記録等を見学

後継者養成

用具等整備

合　計

6,531,760

620,700

7,152,460

4,809,000

456,000

5,265,000

73.62

73.47

73.61

伝統文化継承 
基盤整備 

要望総事業費 
（円） 

採択補助金配分額 
（円） 

補助率 
（％） 

遠野市友好都市共同宣言 
10周年記念事業 
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に
設
置
さ
れ
る
セ
ン

タ
ー
サ
ー
バ
ー
一
式
で
す
。

　
　
入
札
辞
退
が
多
い
理
由
は
。

　
半
導
体
の
不
足
に
よ
り
期
限

内
の
機
器
の
調
達
が
厳
し
い
、

技
術
者
の
不
足
に
よ
り
設
定
ま

で
の
技
術
調
達
の
め
ど
が
立
た

な
い
等
の
理
由
で
し
た
。

問
 

学
校
教
育
課
長 

問
 

学
校
教
育
課
長 
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民生まちづくり常任委員会 

川すそ雨水幹線工事進捗状況 

　令和６年度からの新規事業として、高齢者の補聴器購入に係る費用の一部を助成すると報告が
ありました。

委 員 長　小 林 　 博  
副委員長　牛 尾 雅 一  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　宇 　 壽 幸  
委　　員　大 塚 記美代 
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　前 川 裕 量  

民生まちづくり常任委員会 

高齢者補聴器購入費助成事業スタート 高齢者補聴器購入費助成事業スタート 高齢者補聴器購入費助成事業スタート 

趣　　旨：聴力機能が低下し日常生活に支障のある高齢者に対し、補聴器を使うことで、日常生活の
　　　　　質を維持しながら認知症が予防でき、住み慣れた地域で暮らすことができるよう補聴器の
　　　　　購入に要する費用の一部を助成します。

助成対象：❶から❹の全てを満たす人
　　　　　❶町内に住所を有する65歳以上の人
　　　　　❷聴覚障害による身体障害者手帳の対象とならない人
　　　　　❸両耳の聴力レベルが40デシベル以上70デシベル未満の人、又は片耳が70デシベル以上で、
　　　　　　他方の耳が70デシベル未満の人
　　　　　❹医師の診断を受け、補聴器が必要との意見書を受けた人

助成内容：補聴器購入費用のうち上限３万円（１人１回限り）

　　　　　　※受診費用等については自己負担です。

　帯状疱疹は水痘（水ぼうそう）のウイルスが原因で起こる痛みを伴う皮膚の疾患です。水痘に
かかったことがある人なら、誰でもかかる可能性があります。皮膚症状が治癒しても、過酷な神
経痛等が危惧されることがあります。現在、国が定期接種化の検討を行っていますが、現時点で
は予防接種法に基づかない任意の予防接種（自由診療）です。

　川すそ雨水幹線工事（その13）について、５月13日から現場での夜間工事が始まっていると報
告がありました。

目　　的：帯状疱疹の発症抑制及び重症化予防、経済的負担の軽減

対 象 者：町内に住所を有する50歳以上の方

助成内容：上限4000円（生活保護世帯の方は上限8000円）１人１回限り

助成方法：町内の指定医療機関で接種する場合…事前に保健センターで予診票を受け取り、医療機関
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で上限である４千円を差し引いた額を支払う。

　　　　　それ以外の場合…………………………医療機関で全額支払いし、後日申請により４千円を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　返金。

工 事 名：川すそ雨水幹線工事（その13）

契約の方法：一般競争入札

請負業者：株式会社ユーテック

契 約 日：令和５年12月29日

工　　期：着工令和５年12月30日
　　　　　完成令和６年９月27日

金　　額：１億8623万円

進 捗 率：25％（令和６年５月15日現在）

帯状疱疹ワクチン接種助成事業スタート 
ほうしん ほうしん 

夜間工事の様子
（播但連絡道路福崎南ランプ付近）
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通 告 の 内 容 

「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

各議員の一般質問のページは字数に制限があるため抜粋されています。 
一般質問の詳細な様子はＱＲコードを読み取ってご覧ください。 

①上下水道について
②安全な町づくりについて
③教育課題について
④農業について
⑤信頼と住民参加

小 林 　 博  
１５ページ 

こ ばやし ひろし 

①学校の教職員の時間外勤務をどのよ
　うに減らすのか
②地域の伝統芸能（和太鼓）を継承し
　ていくための取り組みについて
③健康寿命を延ばすためにできること
　は、もっとあるのではないか

大塚記美代 
１０ページ 

おお つか き み よ 

①GIGAスクール用タブレットの更新
　について
②柳田國男ゆかりサミットについて
③妖怪サミットの企画について

石 川 　 治  
１１ページ 

いし かわ おさむ 

①農林業について
②安全安心のまちづくりについて

河嶋重一郎 
９ ペ ー ジ  

かわ しま しげ いち ろう 

①学校施設について
②都市計画道路について
③前回質問について

植 岡 茂 和  
８ ペ ー ジ  

うえ おか しげ かず ①区長会要望について
②防災・災害対応について
③振り込め詐欺対策について

竹 本 繁 夫  
１２ページ 

たけ もと しげ お 

①災害対策の取組について
②観光振興の取組について
③交通安全対策の取組について

牛 尾 雅 一  
１４ページ 

うし お まさ かず 

①上井郷用水（農業用水路）における
　福崎町域部の福崎町管理化（河川指
　定）による治水力強化と諸対応につ
　いて
②償却資産税の捕捉と税収について

三 輪 一 朝  
１３ページ 

み わ かず とも 

うわ ゆ ごう



一般質問 

植 岡 茂 和  

 
 
福
崎
西
中
学
校
南
側

の
農
地
に
野
球
ボ
ー
ル
が

入
っ
て
い
た
た
め
、
改
め

て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

昨
年
１２
月
の
一
般
質
問
で

「
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
は

他
の
部
活
に
配
慮
し
な
が

ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
東
か

ら
西
側
に
向
け
て
行
う
よ

う
に
し
ま
す
。
今
後
に
つ

い
て
は
南
側
の
農
地
に
ボ

ー
ル
が
入
ら
な
い
よ
う
、

注
意
し
な
が
ら
練
習
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

と
課
長
の
答
弁
だ
っ
た
が
、

こ
の
度
ボ
ー
ル
が
入
っ
て

い
た
。
練
習
方
法
の
改
善

だ
け
で
の
対
処
は
軽
く
考

え
す
ぎ
で
は
な
か
っ
た
か
。
 

　
12
月
議
会
の
答
弁
で
、

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
の
際

は
打
つ
方
向
を
限
定
す
る
、

も
し
ボ
ー
ル
が
フ
ェ
ン
ス

を
越
し
た
ら
必
ず
取
り
に

行
く
よ
う
に
す
る
、
な
ど

教
育
委
員
会
も
現
場
を
確

認
し
な
が
ら
こ
の
２
点
を

守
る
よ
う
指
導
を
し
て
い

ま
し
た
。
学
校
と
共
に
未

然
防
止
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
完
全
に
は
厳

し
い
と
認
識
し
ま
し
た
。

改
め
て
お
わ
び
申
し
上
げ

ま
す
。

 
 
改
め
て
防
球
ネ
ッ
ト

の
設
置
は
検
討
で
き
な
い

か
。
 

　
今
回
も
ボ
ー
ル
が
入
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
耕

作
者
の
方
に
は
た
い
へ
ん

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
考

え
ま
し
た
が
、
生
徒
達
に

も
の
び
の
び
と
ク
ラ
ブ
活

動
が
行
え
る
環
境
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と

い
う
思
い
も
あ
り
、
ご
指

摘
の
防
球
ネ
ッ
ト
の
設
置

に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
前

向
き
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 
 
事
業
予
定
地
で
の
田

畑
の
耕
作
は
い
つ
ま
で
で

き
る
か
。
 

　
現
在
ご
協
力
い
た
だ
い

た
事
業
用
地
の
工
事
着
手

は
令
和
７
年
の
秋
頃
と
考

え
て
い
ま
す
。
皆
様
に
は

今
年
度
の
耕
作
は
可
能
と

お
話
し
し
て
い
ま
す
。

 
 
駅
前
の
ミ
ラ
ー
設
置

に
つ
い
て
進
捗
状
況
は
。
 

　
ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た

県
道
甘
地
福
崎
線
と
田
口

福
崎
線
の
交
差
点
部
分
に

つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に

防
犯
協
会
が
設
置
し
た
防

犯
カ
メ
ラ
の
支
柱
が
立
っ

て
い
ま
す
。
視
認
に
影
響

の
な
い
設
置
箇
所
や
ミ
ラ

ー
の
角
度
等
の
協
議
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は

業
者
に
設
計
図
面
を
作
成

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

設
計
図
が
完
成
次
第
、
県

に
占
有
許
可
の
申
請
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
 

問
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

町
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

住
民
生
活
課
長
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福崎西中学校の防球ネットの 
設置検討は 

設置につきましては前向きに考えていきます 

都
市
計
画
道
路
　

都
市
計
画
道
路
　
 

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
に
つ
い
て
 

都
市
計
画
道
路
　
 

　
　
　
に
つ
い
て
 

田んぼに入ったボールを拾う農業者

田んぼに入っていたボール今年の田んぼの様子

昨 年 今 年 

　
前
回
質
問

　
前
回
質
問
に
つ
い
て
 

駅
前
駅
前
ミ
ラ
ミ
ラ
ー
設
置
設
置
 

進
捗
状
況
　
　
　

進
捗
状
況
　
　
　
 

　
前
回
質
問
に
つ
い
て
 

駅
前
ミ
ラ
ー
設
置
 

進
捗
状
況
　
　
　
 



一般質問 

 
 
空
家
の
問
題
に
つ
い

て
は
福
崎
町
で
は
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、

令
和
５
年
度
に
は
「
空
家

対
策
計
画
」
を
策
定
し
て

い
た
だ
い
た
。
そ
の
中
で
、

令
和
６
年
度
に
福
崎
町
全

域
を
空
家
等
活
用
促
進
特

別
区
域
（
特
区
）
の
指
定

を
受
け
る
と
あ
る
が
手
続

状
況
は
。
 

 　
令
和
６
年
５
月
29
日
に

兵
庫
県
の
「
空
家
等
活
用

特
区
審
議
会
」
の
審
議
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ

れ
ら
審
議
の
結
果
、
福
崎

町
内
に
お
け
る
「
空
家
等

活
用
促
進
特
別
区
域
」
に

つ
い
て
は
福
崎
町
全
域
で

の
指
定
に
つ
い
て
適
当
で

あ
る
と
認
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
６
月
14
日
に

は
県
の
告
示
も
行
わ
れ
、

同
日
付
で
空
家
特
区
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
 
大
門
石
引
線
岩
尾
神

社
付
近
か
ら
大
門
の
県
道

三
木
宍
粟
線
交
差
点
ま
で

の
間
は
道
路
幅
員
も
狭
い

と
こ
ろ
が
あ
り
朝
の
小
中

学
生
の
通
学
時
間
帯
は
た

い
へ
ん
危
険
。
サ
ル
ビ
ア

号
の
運
行
や
文
珠
荘
の
利

用
者
が
使
う
道
路
で
も
あ

り
観
光
面
か
ら
も
拡
幅
可

能
な
箇
所
は
計
画
的
に
進

め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
 

 　
安
全
面
か
ら
も
観
光
面

か
ら
も
拡
幅
を
行
う
こ
と

が
望
ま
し
い
路
線
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
支
障
物

件
等
の
課
題
も
あ
り
、
地

元
か
ら
の
具
体
的
な
要
望

も
な
い
た
め
、
現
在
の
と

こ
ろ
拡
幅
等
の
具
体
的
な

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
の
地
元
要
望
等
の
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
 
集
落
内
の
主
要
な
道

路
が
一
本
で
、
も
し
崖
崩

れ
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

に
民
家
が
孤
立
し
て
し
ま

う
可
能
性
の
あ
る
場
所
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る

か
。
 

 　
万
が
一
孤
立
す
る
よ
う

な
状
況
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
迅
速
な
復
旧
作
業
を

行
い
長
期
間
の
孤
立
と
な

ら
な
い
対
応
を
と
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
 
地
震
時
に
お
け
る
た

め
池
の
安
全
性
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
頻
度
で
確
認

を
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

危
険
と
分
か
っ
た
場
合
の

改
修
は
計
画
ど
お
り
進
ん

で
い
る
か
。
 

 　
た
め
池
一
斉
点
検
時
の

評
価
が
「
健
全
ま
た
は
要

注
意
」
の
場
合
は
５
年
に

１
回
、
「
要
監
視
ま
た
は

要
早
期
改
修
」
の
場
合
は

３
年
に
１
回
を
基
本
と
し

て
巡
回
点
検
を
行
い
、
た

め
池
管
理
者
へ
の
技
術
的

指
導
、
助
言
や
相
談
対
応

を
し
て
い
ま
す
。

　
 
駆
除
活
動
隊
員
の
高

齢
化
と
隊
員
数
の
減
少
に

よ
り
年
々
駆
除
活
動
が
難

し
く
な
る
中
、
猟
友
会
と

合
意
の
上
で
有
害
駆
除
期

間
中
だ
け
他
市
町
か
ら
応

援
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
る
体
制
を
町
と
し
て
認

め
ら
れ
る
か
。
 

 　
福
崎
町
猟
友
会
の
総
意

と
し
て
、
町
外
の
方
を
班

員
と
し
て
一
緒
に
有
害
駆

除
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
い
う
申
出
が
あ
れ
ば
、

基
本
的
に
は
そ
れ
を
認
め

福
崎
町
内
で
の
捕
獲
許
可

を
出
す
こ
と
は
可
能
で
す
。

　
 
森
林
環
境
税
の
徴
収

計
画
、
徴
収
方
法
は
。
 

 　
森
林
環
境
税
は
６
年
度

か
ら
個
人
に
対
し
て
個
人

町
民
税
の
均
等
割
と
あ
わ

せ
て
一
人
年
額
１
０
０
０

円
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　
 
森
林
環
境
譲
与
税
は

地
方
自
治
体
に
配
付
さ
れ

る
そ
う
だ
が
今
後
の
利
用

計
画
は
。
 

 　
令
和
６
年
度
に
は
危
険

木
伐
採
事
業
、
竹
林
整
備

等
に
使
用
す
る
竹
粉
砕
機

の
購
入
、
森
林
経
営
意
向

調
査
を
も
と
に
板
坂
地
区

に
お
い
て
人
工
林
の
間
伐

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

問
 

問
 

税
務
課
長
 

問
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
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河嶋重一郎 

自
治
会
の
活
性
化

自
治
会
の
活
性
化
 

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
に
つ
い
て
 

自
治
会
の
活
性
化
 

　
　
　
に
つ
い
て
 

交
通
安
全
対
策
　

交
通
安
全
対
策
　
 

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
に
つ
い
て
 

交
通
安
全
対
策
　
 

　
　
　
に
つ
い
て
 

災
害
予
防
対
策
　

災
害
予
防
対
策
　
 

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
に
つ
い
て
 

災
害
予
防
対
策
　
 

　
　
　
に
つ
い
て
 

鳥
獣
害
対
策
と
有
害

鳥
獣
害
対
策
と
有
害
 

鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て

鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
 

鳥
獣
害
対
策
と
有
害
 

鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
 

森
林
環
境
税

森
林
環
境
税
、 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
 

森
林
環
境
税
、 
 
 
 
 
 
 

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
 

県下初の福崎町全域を空家等活用 
促進特別区域の指定手続き状況は 
6月14日には県の告示も行われ、同日付で空家特区 
として指定されています 
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ま
た
介
護
保
険
料
が

上
が
っ
た
。
介
護
認
定
を

受
け
た
人
の
数
は
高
齢
者

の
約
１８
％
の
１
０
０
０
人

を
超
え
た
。
高
齢
化
が
進

ん
だ
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
増

え
る
の
は
当
た
り
前
な
の

か
。
何
十
年
も
保
険
料
を

支
払
っ
て
、
い
ざ
自
分
が

介
護
状
態
に
な
っ
た
と
き

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
不
安
の
声
が
広
が
っ

て
い
る
。
 

  　
介
護
保
険
料
は
確
か
に

福
崎
町
で
は
金
額
は
上
が

っ
て
き
て
い
ま
す
。
主
な

要
因
は
、
福
崎
町
に
お
い

て
は
高
齢
者
人
口
の
増
加
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

人
の
増
加
に
よ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
る
人
が
少

な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
介

護
保
険
料
は
抑
え
ら
れ
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
現
状

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
福
崎
町
は
県
内
に
比

べ
る
と
健
康
寿
命
が
短
い
。

対
策
と
し
て
、
高
齢
者
が

短
時
間
、
週
1
日
で
も
介

護
施
設
に
出
向
い
て
利
用

者
の
見
守
り
や
話
し
相
手

に
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

す
る
こ
と
が
健
康
寿
命
の

延
伸
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
ず
は
行
政
が

介
入
し
、
民
間
の
施
設
と

町
内
の
高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
づ

く
り
を
し
て
は
。
 

 

 　
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る

施
策
は
、
短
時
間
、
担
い

手
と
し
て
活
躍
で
き
る
中

播
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
活
動
も
一
つ
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
お
尋
ね
の
介
護
施
設

へ
の
行
政
の
介
入
は
、
各

施
設
と
も
適
正
な
人
員
配

置
基
準
に
合
っ
た
資
格
者

等
の
配
置
や
、
そ
れ
ぞ
れ

工
夫
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
実
施
さ
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
直
ち
に
派
遣
す
る
の
は

少
し
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
教
職
員
の
時
間
外
労

働
を
減
ら
し
、
業
務
改
善

を
し
て
児
童
・
生
徒
一
人

一
人
に
目
を
向
け
る
時
間

を
確
保
す
る
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
。
教
職
員
の
労
働

時
間
数
は
減
っ
て
い
る
か
。
   　

文
科
省
の
教
員
の
勤
務

実
態
調
査（
令
和
４
年
度
）

に
お
い
て
、
小
学
校
中
学

校
と
も
に
平
成
28
年
度
に

比
べ
30
分
ず
つ
減
少
し
て

い
る
と
い
う
傾
向
が
あ
り

ま
す
の
で
、
福
崎
町
で
も

同
様
に
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
導
入
後
、
教
職

員
の
時
間
外
が
ど
れ
ぐ
ら

い
減
っ
た
か
。
 

  　
調
査
に
よ
っ
て
数
時
間

程
度
減
っ
て
い
る
と
い
う

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
教
員

か
ら
も
、
児
童
が
学
校
に

い
な
い
時
間
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
業
務
の
一
部

を
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
に
引
受
け
て
い
た

だ
い
て
、
業
務
に
携
わ
る

時
間
の
短
縮
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
声
も
届

い
て
い
ま
す
。

問
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

福
祉
課
長
 

福
祉
課
長
 

介護保険料を抑えるのは難しいと考えます 

介護保険料はまだまだ増え続けるのか 

大塚記美代 

教
職
員
の
労
働

教
職
員
の
労
働
 

環
境
に
つ
い
て

環
境
に
つ
い
て
 

教
職
員
の
労
働
 

環
境
に
つ
い
て
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福
崎
町
に
お
い
て
も

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

で
早
く
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
、

令
和
２
年
度
の
導
入
か
ら

４
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
町
内
小
中
学

校
に
導
入
し
た
機
種
に
お

け
る
導
入
後
の
破
損
件
数

は
累
計
で
何
台
か
。
 

　
令
和
２
年
度
に
導
入
し

た
1
7
5
0
台
の
う
ち
、

令
和
５
年
度
末
現
在
で
72

台
が
破
損
し
て
い
ま
す
。

 
 
破
損
に
つ
い
て
の
一

番
多
い
原
因
は
。
 

　
導
入
当
初
は
鉛
筆
な
ど

の
挟
み
込
み
に
よ
る
画
面

の
割
れ
が
多
か
っ
た
で
す

が
、
最
近
で
は
ヒ
ン
ジ
部

の
金
属
疲
労
に
よ
る
破
断
、

バ
ッ
テ
リ
ー
の
損
耗
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
に
よ
り
、
パ
ネ
ル
部

分
と
キ
ー
ボ
ー
ド
部
分
な

ど
故
障
や
破
損
し
て
い
な

い
部
分
を
組
合
せ
る
な
ど

の
対
応
も
し
て
い
ま
す
。

 
 
小
学
校
１
年
生
、
中

学
校
１
年
生
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
は
ど
の
よ
う
に
導

入
し
て
い
る
か
。
 

　
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
は
、
最
初
に
手
に
し
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
中
学
校
卒

業
ま
で
使
う
と
い
う
形
で
、

小
学
校
６
年
生
は
中
学
校

１
年
生
へ
持
ち
上
が
り
、

中
学
３
年
生
の
分
は
小
学

校
１
年
生
が
使
っ
て
い
き

ま
す
。
令
和
２
年
度
に
導

入
し
、
令
和
３
年
度
以
降

に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な

形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
 
通
常
職
場
の
パ
ソ
コ

ン
で
も
５
年
リ
ー
ス
が
多

い
が
、
今
回
の
買
取
り
の

機
器
に
お
い
て
は
何
年
経

過
で
一
斉
更
新
を
検
討
す

る
か
。
 

　
５
年
の
経
過
を
め
ど
に

端
末
の
更
新
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

 
 
平
成
２６
年
の
遠
野
市

と
の
友
好
都
市
共
同
宣
言

か
ら
今
年
で
１０
年
に
な
る
。

こ
の
共
同
宣
言
以
前
、
柳

田
学
の
精
神
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
相
互
の
交
流
を
通

し
て
産
業
・
教
育
・
文
化

の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
昭
和
６２
年
か
ら

始
ま
っ
た
柳
田
國
男
ゆ
か

り
サ
ミ
ッ
ト
は
な
ぜ
消
滅

し
た
の
か
。
 

　
昭
和
62
年
度
に
第
１
回

が
岩
手
県
遠
野
市
で
開
催

さ
れ
、
平
成
14
年
度
に
東

京
都
の
世
田
谷
区
で
開
催

さ
れ
た
第
16
回
を
も
っ
て

終
了
し
て
い
ま
す
。
16
年

間
を
か
け
て
２
巡
目
が
終

了
し
た
こ
と
で
、
首
長
が

一
堂
に
会
す
る
サ
ミ
ッ
ト

の
開
催
は
こ
の
回
で
区
切

り
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
、

終
了
し
て
い
ま
す
。

 
 
サ
ミ
ッ
ト
は
、
民
俗

学
の
精
神
を
学
ん
だ
故
郷

と
し
て
、
生
地
の
福
崎
町
、

第
２
の
故
郷
の
茨
木
県
利

根
町
、
両
親
埋
葬
の
地
で

あ
り
長
兄
永
住
の
地
の
千

葉
県
我
孫
子
市
、
柳
田
家

先
祖
の
地
の
長
野
県
飯
田

市
、
永
住
の
地
の
東
京
都

世
田
谷
区
の
５
か
所
、
ま

た
作
品
を
生
ん
だ
故
郷
と

し
て
、
後
狩
詞
記
（
の
ち

の
か
り
こ
と
ば
の
き
）
の

宮
崎
県
椎
葉
村
、
遠
野
物

語
の
岩
手
県
遠
野
市
、
遊

海
島
記
（
ゆ
う
か
い
と
う

き
）の
愛
知
県
渥
美
町（
現
 

・
田
原
市
）、
海
南
小
記

（
か
い
な
ん
し
ょ
う
き
）

の
沖
縄
県
平
良
市
（
現
・

宮
古
島
市
）
の
４
か
所
、

計
９
市
区
町
村
で
構
成
さ

れ
て
い
た
。
 

　
第
１
回
は
遠
野
市
を
舞

台
と
し
て
開
催
さ
れ
、
第

３
回
、
第
１１
回
は
福
崎
町

で
開
催
さ
れ
た
。
有
益
な

イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
柳
田

國
男
ゆ
か
り
サ
ミ
ッ
ト
を

も
う
一
度
復
活
さ
せ
、
都

市
交
流
に
よ
る
文
化
振
興

を
継
続
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。
 

　
岩
手
県
遠
野
市
と
柳
田

國
男
生
誕
の
地
福
崎
町
と

い
う
柳
田
先
生
に
非
常
に

強
い
縁
を
感
じ
て
い
る
２

市
町
が
、
友
好
都
市
を
締

結
し
、
現
在
の
よ
う
な
双

方
向
の
交
流
を
行
っ
て
い

る
こ
と
は
サ
ミ
ッ
ト
で
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い

友
好
の
形
の
ひ
と
つ
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

総
務
課
長
 

問
 

問
 

問
 

総
務
課
長
 

問
 

5年の経過をめどに端末の更新を検討しています 

柳
田
國
男

柳
田
國
男
ゆ
か
り

ゆ
か
り
 

 

サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
 

柳
田
國
男
ゆ
か
り
 

 

サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
 

GIGAスクール用タブレットの 
更新について 

石 川 　治  

と
 

ね
 

あ
 
び
 
こ
 
し
 

い
い
 だ
 

し
い
 

そ
ん
 

ば
 

あ
つ
 

ち
ょ
う
 

み
 

と
お
 

し
 

の
 

ひ
ら
 

し
 

ら
 

み
や
 

じ
ま
 し
 

こ
 

た
 

し
 

は
ら
 

し
 ま

ち
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令
和
５
年
度
区
長
会

の
新
規
要
望
は
7
件
、
継

続
要
望
は
１１
件
で
す
が
、

令
和
６
年
度
で
の
予
算
の

反
映
額
は
。
 

 　
新
規
要
望
は
５
件
で
２

０
０
０
万
円
、
継
続
要
望

が
１
件
で
２
０
０
万
円
で

す
。

 
 
住
民
の
安
全
・
安
心

を
推
進
す
る
た
め
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
も
大
事
な

取
り
組
み
と
考
え
る
。
町

内
で
何
基
設
置
さ
れ
て
い

る
か
。
 

 　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
台

数
は
81
台
で
す
。

 
 
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

は
犯
罪
防
止
効
果
、
子
ど

も
た
ち
の
見
守
り
に
つ
い

て
も
効
果
が
大
き
い
。
計

画
的
な
予
算
化
の
考
え
方

は
。
 

 

　
総
合
計
画
の
中
で
も
目

標
値
を
立
て
て
い
ま
す
。

 
 
生
活
道
路
に
お
い
て

交
通
規
制
の
報
道
が
あ
っ

た
。
一
般
道
路
の
う
ち
速

度
規
制
が
か
か
っ
て
お
ら

ず
中
央
線
が
引
か
れ
て
い

な
い
区
間
に
お
い
て
、
車

の
最
高
速
度
を
３０
㎞
と
す

る
道
路
交
通
法
施
行
令
の

改
正
を
目
指
す
と
の
こ
と
。

自
治
会
の
生
活
道
路
に
お

い
て
、
速
度
３０
㎞
に
す
る

要
望
箇
所
の
事
前
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
し
て
は
ど
う

か
。
 

 　
生
活
道
路
に
お
い
て
は
、

通
学
路
安
全
推
進
会
議
も

し
く
は
各
自
治
会
か
ら
の

要
望
を
上
げ
て
い
た
だ
け

れ
ば
よ
い
か
と
考
え
ま
す
。

 
 
県
河
川
で
も
あ
る
雲

津
川
上
流
部
で
特
に
雑
木

が
多
く
浚
渫
が
必
要
な
個

所
が
多
い
と
考
え
る
。
 

 　
兵
庫
県
か
ら
は
「
現
地

確
認
し
、
他
の
河
川
の
状

況
も
見
な
が
ら
緊
急
性
を

考
慮
し
、
適
宜
実
施
し
て

い
く
。
」
と
の
こ
と
で
す
。

町
と
し
て
は
、
県
に
適
切

な
維
持
管
理
の
実
施
を
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

 
 
災
害
対
応
に
何
が
備

蓄
品
と
し
て
大
事
と
考
え

ら
れ
る
か
。
 

 　
食
料
、
生
活
用
品
、
衛

生
用
品
、
応
急
復
旧
に
必

要
な
資
機
材
等
な
ど
で
す
。

即
時
に
対
応
が
で
き
る
よ

う
備
蓄
品
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

 
 
災
害
時
に
お
け
る
対

策
と
し
て
、
町
は
事
業
者

と
災
害
時
の
協
定
を
何
社

と
結
ば
れ
て
い
る
か
。
 

 　
災
害
に
関
す
る
協
定
は

24
件
で
す
。

 
 
い
ろ
い
ろ
な
手
口
で

詐
欺
行
為
が
発
生
し
て
い

る
。
危
機
意
識
を
持
て
る

よ
う
な
対
策
と
し
て
、
多

方
面
に
わ
た
る
広
報
活
動

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
ま

た
、
被
害
額
は
。
 

 　
消
費
生
活
、
出
前
講
座
、

生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
内
の

行
事
ご
と
に
詐
欺
等
の
啓

発
チ
ラ
シ
を
配
付
し
て
い

ま
す
。
ま
た
警
察
と
も
連

携
し
、
被
害
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
兵
庫
県
警
で
の
認
知
件

数
は
、
令
和
５
年
度
１
２

２
４
件
、
被
害
額
は
19
億

９
千
万
円
、
高
齢
者
が
80

%
を
占
め
て
い
ま
す
。
福

崎
警
察
署
管
内
で
は
１
件

で
被
害
額
は
約
80
万
円
で

す
。

企
画
財
政
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

竹 本 繁 夫 

５年度の区長会要望に対して 
本年度での予算反映額は 

本年度の予算額は2200万円で対応しています 

防
災
防
災
・
災
害
対
応
は

災
害
対
応
は
 

防
災
・
災
害
対
応
は
 

振
り
込
め
詐
欺
　

振
り
込
め
詐
欺
　
 

　
対
策
に
つ
い
て

　
対
策
に
つ
い
て
 

振
り
込
め
詐
欺
　
 

　
対
策
に
つ
い
て
 

雑木の状況（雲津川加治谷付近）
下流から上流を見た様子

し
ゅ
ん
せ
つ
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上
井
郷
用
水
は
同
用

水
よ
り
も
標
高
の
高
い
エ

リ
ア
の
雨
水
を
集
水
し
て

い
る
。
大
門
公
民
館
の
東

付
近
か
ら
落
ケ
池
を
経
由

し
、
播
但
道
沿
い
に
南
流

す
る
エ
リ
ア
。
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
ナ
ン
バ
の
南
と
東

の
エ
リ
ア
な
ど
。
集
水
エ

リ
ア
の
一
部
で
は
開
発
が

進
み
、
雨
水
が
一
気
に
用

水
へ
流
入
し
て
い
る
。
福

崎
町
域
で
は
用
水
は
ほ
ぼ

排
水
路
機
能
に
特
化
し
て

い
る
こ
と
つ
い
て
の
見
解

は
ど
う
か
。
 

 　
現
在
で
は
農
業
用
水
と

し
て
の
機
能
だ
け
で
は
な

く
、
環
境
用
水
、
防
火
用

水
な
ど
様
々
な
機
能
を
有

し
て
い
ま
す
。

 
　
福
崎
町
域
で
は
、
か

ん
が
い
用
水
の
需
要
が
極

め
て
小
さ
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
用
水
水
路
に
勾
配
が

な
い
、
部
分
的
に
逆
勾
配

で
あ
る
特
性
か
ら
、
八
幡

へ
送
水
で
き
る
よ
う
に
、

水
路
水
位
を
高
く
保
つ
必

要
が
あ
る
た
め
、
短
時
間

の
降
雨
で
も
溢
水
し
や
す

い
。
そ
の
上
、
土
の
う
積

み
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た

溢
水
応
急
処
置
の
主
体
は

関
係
集
落
で
あ
る
。
 

　
用
水
は
農
業
用
水
で
あ

る
が
、
治
水
は
自
治
体
が

対
応
の
主
体
で
な
い
の
か
。
 

 　
上
井
郷
用
水
に
限
ら
ず
、

ほ
か
の
水
路
で
も
溢
水
が

あ
っ
た
場
合
は
、
町
や
地

元
の
消
防
団
、
町
の
担
当

課
も
協
力
し
て
対
応
を
行

っ
て
い
ま
す
。
溢
水
の
原

因
の
一
つ
に
は
上
流
か
ら

の
雨
水
の
流
入
も
大
き
く

関
係
し
て
お
り
、
農
業
用

水
路
で
あ
っ
て
も
治
水
と

し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。

用
水
の
溢
水
対
策
と
し
て

は
、
「
川
す
そ
雨
水
幹
線

工
事
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

西
光
寺
仁
王
門
付
近
か
ら

水
路
を
分
岐
さ
せ
、
新
た

な
排
水
ル
ー
ト
で
雨
水
を

排
除
す
る
も
の
で
、
工
事

完
了
後
は
付
近
の
溢
水
が

大
き
く
解
消
さ
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
 

問
 

農
林
振
興
課
長
 

上
下
水
道
課
長
 

三 輪 一 朝 
現在では、ほぼ排水路に特化していると思われます 

福崎町域では上井郷用水は、ほぼ排水路 
機能に特化していることついての見解は 

うわ　ゆ　ごう 

　上井郷用水（以下「用水」）がかんがいしてきた福崎町域の農地の大半が、農地以外に転用してき
たことなどから、行政の対応が求められている。
　用水は、市川町の岡部川から取水し、福崎町域の井ノ口、北野、　川、田尻、西光寺、中島を経て
姫路市船津町八幡（以下「八幡」）に通ずる。用水がかんがいしてきた農地は、播但連絡道路、中国
縦貫道、福崎ＩＣ、店舗立地、宅地化などで激減し、残存農地面積は約50年前の５％未満に激減して
いる。
　一方、八幡では多くが農地のままであって、用水の農業用水需要のほとんどは八幡が占めている。

上井郷用水にかかる内容の概略 

❶福崎町域の上井
　郷用水は、町管
　理河川化を視野
　に入れるべき。

❷福崎町は、福崎
　町域の上井郷用
　水にかかる諸変
　化を踏まえ、姫
　路市と用水にか
　かる協議を開始
　すべき。

・治水は自治体の
　責務

・関係集落による
　用水の維持管理
　に問題が生じつ
　つある

・福崎町域の用水は、排水
　機能に特化している

・福崎町域の用水は、今後
　も農業用水としての役割
　低下が進展するが、用水
　による農業用水需要は、
　ほぼ八幡に限定される
・福崎町域で、現在では、
　用水を利用していない集
　落も負担金を納付してい
　る

・かんがい農地の大幅減少
・福崎町域の用水がかんが
　いしてきたエリアでは、
　今後も減少した農業者の
　一層の高齢化等による不
　耕作地の増加

・残存農地の農地以外への
　一層の転用により、用水
　需要が減少する

・用水の経年劣化

・用水からの溢水発生

検討すべき事象 環　　境 現　況　1 現　況　2

い
っ
す
い
 

うわ ゆ ごう
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大
雨
の
度
に
水
害
被

害
が
発
生
し
て
い
る
山
崎
 

・
福
田
・
駅
前
周
辺
地
域

の
被
害
解
消
の
た
め
直
谷

第
２
雨
水
幹
線
整
備
と
、

播
但
道
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の

被
害
防
止
の
た
め
川
す
そ

雨
水
幹
線
整
備
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
計
画
は
。
 

　
直
谷
第
２
雨
水
幹
線
に

つ
い
て
は
現
在
「
そ
の
３
」

と
し
て
工
事
を
進
め
て
お

り
、間
も
な
く
完
了
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
福
田
大
歳
神

社
ま
で
残
る
70
ｍ
に
つ
い

て
今
年
度
入
札
を
実
施
し
、

完
了
予
定
で
す
。
川
す
そ

雨
水
幹
線
に
つ
い
て
は
現

在
「
そ
の
13
」
と
し
て
夜

間
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、

現
在
の
進
捗
は
30
％
程
度

で
す
。

 
 
今
年
の
異
常
気
象
の

影
響
で
甚
大
な
災
害
が
い

つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
し
れ

な
い
。
避
難
所
と
な
る
小

中
学
校
の
体
育
館
に
空
調

設
備
が
実
現
す
れ
ば
、
体

調
悪
化
な
ど
に
よ
る
２
次

災
害
が
防
げ
る
。
平
時
に

は
生
徒
の
体
育
活
動
を
は

じ
め
一
般
の
方
・
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
方
の
利
用
時

に
有
効
に
使
え
る
。
ぜ
ひ

に
で
も
体
育
館
の
空
調
整

備
を
求
め
る
。
 

　
私
の
重
点
施
策
で
一
番

大
切
に
考
え
て
い
る
の
は

子
育
て
支
援
と
教
育
環
境

の
充
実
で
す
。
そ
の
観
点

か
ら
も
体
育
館
の
空
調
設

備
は
大
事
な
こ
と
と
考
え

て
お
り
、
今
年
度
学
校
施

設
長
寿
命
化
計
画
を
検
討

す
る
中
で
早
期
の
実
現
を

指
示
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

 
 
福
崎
町
は
い
い
意
味

で
田
舎
で
も
あ
り
、
都
市

で
も
あ
る
。
ど
こ
の
自
治

会
で
も
井
戸
の
あ
る
家
が

多
く
あ
る
の
で
は
。
日
頃

か
ら
井
戸
水
を
く
み
か
え

る
な
ど
労
力
も
い
る
の
で
、

あ
る
程
度
の
支
援
が
必
要

と
思
う
が
い
ざ
と
い
う
時

の
備
え
に
な
る
と
考
え
る
。
 

　
災
害
に
よ
り
上
水
道
が

使
え
な
く
な
っ
た
場
合
、

手
を
洗
っ
た
り
洗
濯
な
ど

の
生
活
用
水
と
し
て
使
用

で
き
る
た
め
井
戸
水
を
活

用
す
る
こ
と
は
い
い
方
法

だ
と
思
い
ま
す
。
維
持
、

管
理
の
支
援
に
つ
い
て
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
他
市
町
で
も
災

害
時
協
力
井
戸
開
放
と
い

う
制
度
の
事
例
も
あ
り
、

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
 
令
和
５
年
度
は
ガ
ジ

ロ
ウ
人
気
。
町
の
い
ろ
ん

な
取
り
組
み
が
あ
り
、
観

光
客
入
込
み
数
７０
万
人
と

の
報
道
が
あ
っ
た
。
宿
泊

型
観
光
の
目
玉
と
し
て
ホ

テ
ル
が
誘
致
で
き
れ
ば
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
・
外
国
人
の

利
用
も
考
え
ら
れ
、
福
崎

町
の
発
展
を
示
す
都
市
施

設
と
な
る
が
。
 

　
適
切
な
用
地
を
町
は
保

有
し
て
い
な
い
の
で
、
具

体
的
な
相
談
が
あ
れ
ば
協

力
で
き
る
事
は
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 
交
差
点
鋲
に
つ
い
て

県
警
察
は
一
定
の
役
割
を

終
え
た
も
の
は
修
繕
し
な

い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
よ

う
だ
が
、
危
な
い
と
認
め

ら
れ
付
け
ら
れ
た
経
緯
が

あ
る
。
危
な
い
と
い
う
住

民
の
声
は
取
り
上
げ
て
も

ら
え
な
い
の
か
。
 

　
県
警
察
の
考
え
方
を
知

り
得
る
立
場
に
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
私
か
ら
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

小
中
学
校
体
育
館
に

小
中
学
校
体
育
館
に
 

空
調
整
備
を
求
め
る

空
調
整
備
を
求
め
る
 

小
中
学
校
体
育
館
に
 

空
調
整
備
を
求
め
る
 

災
害
時
の
　
　
　

災
害
時
の
　
　
　
 

井
戸
水
の
活
用
は

井
戸
水
の
活
用
は
 

災
害
時
の
　
　
　
 

井
戸
水
の
活
用
は
 

観
光
振
興

観
光
振
興
・
町
の
発
展
発
展
の
 

た
め
ホ
テ
ル
の
誘
致
を

誘
致
を
 

観
光
振
興
・
町
の
発
展
の
 

た
め
ホ
テ
ル
の
誘
致
を
 

交
差
点
で
の
　

交
差
点
で
の
　
 

　
　
事
故
防
止

　
　
事
故
防
止
 

交
差
点
で
の
　
 

　
　
事
故
防
止
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

町
長
 

上
下
水
道
課
長
 

町
長
 

技
監
 

住
民
生
活
課
長
 

牛 尾 雅 一 
現在、直谷第2雨水幹線、川すそ雨水幹線整備を 
進めています 

水害常態地域の住民の安全・安心の 
雨水幹線整備の進捗状況は 

び
ょ
う
 

、
 

水害常態の解消が図られる福田大歳神社前
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下
水
道
使
用
料
の
引

上
げ
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。

企
業
会
計
と
い
え
ど
住
民

福
祉
の
考
え
方
が
必
要
と

考
え
る
。
基
準
外
繰
入
を

な
く
そ
う
と
い
う
の
は
国
 

・
県
下
の
状
況
か
ら
突
出

し
て
い
る
。
１
５
０
０
万

円
か
け
１４
・
２３
％
の
値
上

げ
案
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

設
備
投
資
や
減
価
償
却
な

ど
は
実
態
に
合
っ
た
計
算

が
さ
れ
て
い
る
か
。
 

 　
一
般
会
計
の
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
、
極
力
基
準

外
繰
入
を
減
ら
し
、
互
い

に
健
全
な
財
政
を
保
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
施
設
改

良
は
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
を
も
と
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

 
 
会
計
機
能
等
は
客
観

性
を
持
た
せ
る
意
味
か
ら

も
出
納
室
に
委
任
で
き
な

い
か
。
 

 

　
下
水
道
事
業
に
限
れ
ば

可
能
で
す
が
、
事
務
手
続

き
が
か
え
っ
て
煩
雑
化
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
し
て

い
ま
せ
ん
。

 
 
公
営
企
業
管
理
者
を

設
置
し
て
い
る
自
治
体
は

少
な
い
。
水
道
料
金
収
入

に
対
し
設
置
に
か
か
る
約

１
２
５
０
万
円
の
負
担
は

大
き
い
。
廃
止
を
求
め
る
。
 

 　
県
下
で
８
市
１
町
が
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
地
方
公
営
企
業
法
の
本

則
で
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
 
政
治
責
任
は
町
長
。

こ
の
ま
ま
下
水
道
使
用
料

値
上
げ
を
要
請
す
る
の
か
。
 

 　
公
営
企
業
管
理
者
を
設

置
す
る
際
に
人
件
費
総
額

は
大
き
く
変
動
が
な
い
よ

う
に
し
て
い
く
と
説
明
し

理
解
を
得
て
い
ま
す
。
人

件
費
ど
う
こ
う
は
あ
た
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

 
「
川
す
そ
雨
水
幹
線
」

は
夜
間
工
事
で
町
職
員
が

深
夜
ま
で
管
理
に
行
っ
て

い
る
。
過
重
労
働
を
無
く

す
た
め
に
こ
そ
人
件
費
は

使
う
べ
き
だ
。
 

 　
公
営
企
業
管
理
者
に
は

全
体
を
判
断
す
る
役
目
を

果
た
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 
 
P
フ
ァ
ス
問
題
が
出

て
い
る
が
原
水
、
末
端
、

貯
留
槽
等
の
水
質
管
理
は
。
 

 　
年
１
回
、
２
箇
所
で
水

質
検
査
を
行
い
、
今
の
と

こ
ろ
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
貯
留
タ
ン
ク
は
全
校
で

11
基
あ
り
、
年
１
回
の
清

掃
と
適
宜
検
査
を
し
て
お

り
結
果
は
良
好
で
す
。

 
 
出
水
シ
ー
ズ
ン
、
町

公
共
施
設
に
は
調
整
池
が

無
い
の
が
多
い
が
調
整
池

を
含
む
危
険
箇
所
対
策
は
。
 

 　
河
川
は
樹
木
伐
採
等
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
民
間

の
調
整
池
等
は
適
正
な
管

理
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
近

々
に
必
要
な
と
こ
ろ
は
現

在
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
 
交
通
安
全
対
策
で
幹

線
道
の
信
号
設
置
要
望
の

進
捗
状
況
は
。
新
七
種
橋

の
両
端
の
見
通
し
が
悪
く
、

改
良
を
求
め
る
。
 

 　
信
号
は
繰
り
返
し
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

　
新
七
種
橋
は
現
場
を
確

認
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

県
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

 
　
地
域
計
画
策
定
の
目

的
、
作
成
の
見
通
し
は
。
 

 　
農
業
、
農
地
・
環
境
を

次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
目
的

で
18
集
落
で
の
策
定
を
最

低
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

 
 
高
橋
の
不
法
投
棄
問

題
の
取
り
組
み
状
況
は
。
 

 　
６
月
に
原
因
者
か
ら
県

に
「
現
場
に
行
っ
て
搬
出

を
行
う
」
と
い
う
連
絡
が

あ
り
ま
し
た
。

上
下
水
道
課
長
 

公
営
企
業
管
理
者
 

公
営
企
業
管
理
者
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

上
下
水
道
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

小 林 　博  

技
監
 

安
全
安
全
な
町
な
町
づ
く
り
く
り
 

安
全
な
町
づ
く
り
 

農
業
問
題

農
業
問
題
 

農
業
問
題
 

信
頼
と

信
頼
と
住
民
参
加

住
民
参
加
 

信
頼
と
住
民
参
加
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

継続して役割を果たしてもらいたいと思っています 

下水道料金値上げより 
　　公営企業管理者の廃止を 
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編  集／議会広報常任委員会 

編
集
後
記
 

委 員 長　植 岡 茂 和  

副委員長　大 塚 記美代 

委　　員　石 川 　 治  

委　　員　牛 尾 雅 一  

委　　員　河 嶋 重一郎 

委　　員　松 岡 秀 人  

議会広報常任委員会 

次の定例会は 9月6日 開会予定 

５月８日、神崎郡町村議会議長会行政視察消防署建替の参考 
にするため加東消防署、加古川市東消防署を視察しました。 

ふくさき議会だより第１７１号 
令和６年８月１日　発行 

　
６
月
の
定
例
議
会
は
21
日
（
夏

至
）
に
閉
会
し
た
。
近
畿
地
方
で

は
、
例
年
よ
り
遅
い
梅
雨
入
り
が

発
表
さ
れ
た
。
気
象
庁
に
よ
る
と
、

梅
雨
入
り
が
遅
い
年
は
警
報
級
の

大
雨
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
警
戒

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
雨
が
降
る
日
は
、
人

に
よ
っ
て
関
節
が
痛
ん
だ
り
、
身

体
が
だ
る
く
な
る
よ
う
だ
。
こ
れ

は
「
天
気
痛
」
と
呼
ば
れ
、
気
圧

の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
体
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
た
め
に
起
こ
る

症
状
ら
し
い
。
ま
た
、
６
月
（
水

無
月
）
は
、
衣
が
え
・
紫
陽
花
・

螢
・
さ
く
ら
ん
ぼ
・
浴
衣
等
日
本

語
な
ら
で
は
の
言
葉
に
、
や
さ
し

く
癒
や
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
で
梅
雨

時
の
憂
鬱
な
気
持
ち
を
吹
き
飛
ば

し
た
い
も
の
だ
。
こ
こ
で
一
句

　
梅
雨
空
に

　
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
の
声
ひ
び
き

　
老
い
も
若
き
も
楽
し
む
ゴ
ル
フ

（
松
岡
秀
人
）

７月１２日、八千種小学校の6年生が議場の見学に来庁され、 
児童２３名が議員と町部局にわかれ、それぞれ発言しました。 


